
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急開催！ 貴重文書の特別公開も！ 

近藤・永倉子孫と行く幕末旅 
近藤勇を弔う 板橋さんぽ 

2024.2.18 sun 
9時 20分 「白山神社」 集合・17時 30分ごろ 「新選組慰霊碑」 （板橋駅）解散 
 

［同行ご子孫］ 宮川清志さん（近藤勇ご子孫）、杉村和紀さん（永倉新八ご子孫） 
 

［参加費］                  8,888 円 

    （貸切バス代、イヤホンガイド、献花代、特別観覧料など含む、昼食各自） 

［定員］ 40人 最少催行 30人  
※最少催行人員に満たない場合は、ツアーバスではなく公共交通機関利用の別プランで実施します。 

［企画］ よみうりカルチャー  ［旅行企画・実施］読売旅行   

 

 
 

 

ツアーバスで行く 

永倉新八 特別価格！ 

表紙の人・杉村和紀さん 
撮影地・「新選組慰霊碑」（板橋区） 
 撮影：三川ゆき江 
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指
す
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末
旅
で
す
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写真（左上）白山神社 イメージ 

写真（左下）高島秋帆 

写真（下）眞性寺銅造地蔵菩薩坐像 

 

 

1 近藤勇・永倉新八、二人のご子孫が同行！ 
 
「白山神社」は明暦元年(1655)現在地へ移転。近くに住
んだ永倉新八も必ずお参りしたはず！ 
 
「板橋区立郷土資料館」では、板橋宿名主が残した文書
『萩園耳底記（しょうえんじていき）』の中の近藤刑死を伝
える記事の実物を特別に拝見！ 
 
近藤勇・永倉新八が逗留した「新福寺」を訪問！ 
 
板橋区立資料館で、幕末当時の板橋宿のようすや、洋式砲
術の大家・高島秋帆についても学ぶ！ 学芸員さまによるミ
ニ講座！ 
 
新八もきっと見た！ 幕末にもあった「巣鴨地蔵菩薩」、 
「巣鴨庚申塚」をこの目に 
 
「新選組隊士慰霊碑」を供養する「寿徳寺」を訪問！ ご住
職から近藤勇との縁を聞く！ 
 
近藤勇の素性が露見した本陣跡、処刑までの幽閉地跡な
ど、板橋宿をのんびり散策！ 

2 

3 

4 

5 

6 
7 
8 

0920「白山神社」＝          ＝   200m＝「新福寺」（文京区小石川）＝   200m＝          ＝

   200m＝一音寺「高島秋帆墓」（文京区向丘）＝   200m＝          ＝   ＝「眞性寺銅造地蔵菩薩

坐像」（江戸六地蔵・旧中山道巣鴨地蔵通り入口）＝いったん解散・各自昼食・自由時間90分＝

   800m＝1250「巣鴨庚申塚」・再集合＝   250m＝          ＝   250m＝「寿徳寺」（北区滝野

川）＝   250m＝          ＝「板橋区立郷土博物館」（板橋区赤塚）＝          ＝   200m＝宿場のいわれ

「板橋」＝   250m＝「板橋宿本陣飯田新左衛門家跡」＝   700m＝「板橋宿平尾脇本陣豊田

家屋敷跡」＝   1.1km＝「新選組隊士供養塔」・1730解散 

  

ツアーのお楽しみ（予定行程） ※事情により変更の場合があります 

［近藤勇と板橋、寿徳寺］慶応4年（1868年）4月3日、流山で近藤 

勇が出頭。13日に板橋宿平尾の脇本陣・豊田家に幽閉。連日、宿場本 

陣で取り調べを受け、近藤の素性が露見。25日の正午過ぎ一里塚近く 

の馬捨場に急設された処刑場で斬首される。「馬捨て場」は、もともと寿 

徳寺の寺領地だった。処刑後に平尾脇本陣の豊田市右衛門らが密かに葬 

儀を行い、寿徳寺が式を執り行って位牌を作ったという。 

明治8年、永倉新八たちが近藤勇の墓を建てるために奔走をはじめ、 

東京府（当時）知事に提出した建立願いに連名で署名したのが、寿徳寺 

の当時の住職だった。寿徳寺と近藤勇の縁は長く現在へ続き、毎年4月 

の供養祭が寿徳寺の手によって執り行われている。 
 
［高島秋帆と板橋］高島秋帆は、アヘン戦争など欧米からの波が高まった

頃から洋式砲術導入を訴え続けた人物。天保12年（1841年）5月に公

儀鷹狩場だった「徳丸原」で西洋式砲術調練。幕末以降の軍制改革のきっ

かけになった。徳丸原は現在の板橋区高島平一帯。彼の名が地名の由来。 
 
［新福寺］元治元年（1864年）の隊士募集で東帰した近藤勇らが逗留し

た場所。当時と同じところにある。同行者は 

永倉新八、武田観柳斎、尾形俊太郎ら。 

 
 

［ご参加の注意事項］▽雨天でも実施します ▽ツアーバス

を利用しますが、計5km弱の徒歩行程があります。歩きやすい

靴・服装でご参加ください ▽昼食は「巣鴨地蔵通り商店街」での

自由食となります ▽最少催行人数を下回った場合は、ツアーを中

止し、かわりに公共交通機関利用ツアーとして実施します（訪問

地・行程が変わります）。その場合、差額料金をお返しします。 

 

［旅行企画・実施］（株）読売旅行 観光庁長官登録旅行業第 91 号  

（一社）日本旅行業協会ボンド正会員 総合旅行業務取扱管理者：松下 雅信  

本社／東京都中央区築地 2-5-3 

※詳しい旅行条件を説明した書面をお渡ししますので、事前にご確認の上、お申込みください。  

●ツアー内容のおたずね＝よみうりカルチャー03-3642-4301（担当：朝山） 

●旅行企画・実施に関するお問い合わせ＝ 

読売旅行 03-6859-4311（テーマ旅行企画グループ・松下） 

●お申込み● 1月 20日（土）10時から先着順（定員打ち切り）    
右の QRコードを読み取り、読売旅行のページから申し込み⇒ 


